自筆証書遺言の方式緩和

　こちらは、Aさんです。
　Aさんはある日テレビを見ていました。
＞
　ふーん、最近、終活とか、エンディングノートっていう言葉、よく聞くようになったよなぁ。
　たしかに、いざというときに備えて、自分が死んだ後のこと、のこされた家族のために、
いまのうちに準備しておくことって、大切なことなんだろうなぁ。
＞
　よし、じゃあ、ちょっと、私も、家族のために、私がいなくなった後のことを考えて、
必要なことを書いておこうかな。
　
　えっと、何があるかななぁ
＞
　まず、預金口座は、A銀行がメインだよな。あと、B信用金庫もあったな。
あと、そういえばだいぶ前にお金あずけてそのままにしてる、C信用組合もあったなぁ。
＞
　不動産の関係は、今住んでるこの自宅と、今は、貸し出してる、実家の家があるなっと。
＞
　あ、そうだ、ずっと前に、相続した、ご先祖様の代から管理してる畑が、
たしか、北海道にいくつかあったんだよあなぁ

　畑ってどうしようかなあ。
　一回も行ったことないから、よくわかんないんだよなぁ。まあ書いておくか。
＞　
　あとは、お墓のことと、貸金庫のことと、私の葬式は簡素にして欲しいこととも書いておきたいなぁ。
＞
　あと、万が一のときには、連絡してほしい人はあの人とこの人で、毎月引き落としになってる契約はあれとこれで、そのほかはこうしてほしくて・・・
＞

　うーん、書いてみたら、すごいたくさん伝えることって、あるんだなぁ。
　
　よし、これ、パソコンで書いておこう。　そのほうが、簡単そうだ。
＞
　カチャカチャカチャカチャ

　よし、できた。
＞
　あ、そうだ、これ、題名を「遺言書（ゆいごんしょ）」ってしておこう。
＞
　遺言書ってしておけば、きっと、いざというときに、これをつかってもらえて、残された家族も、銀行さんとか、不動産の処理のときに使えるだろう。

　よしよし、これでオッケーだ。
＞
　それからしばらくしてからのことです。

　Aさんは、またインターネットを見ていました。
＞
　え、え、なにこれ、相続法改正！！

　自筆の遺言書は、ちゃんと自分で自筆で書いて、日付けも書いて、押印が必要だけど、
財産目録については、条件を満たせば自筆でなくてもOKになった？
＞
　えー、そうなんだ、ってことは、自筆証書遺言は、原則として、全部自筆じゃないといけないんだ。こないだ全部パソコンで作った遺言書は、だめなんだ。そっかー。
＞
　ただし、今回、財産目録の部分は、パソコンでもOKになったけど、署名・押印が必要なのかあ。
　誰になにを相続させるとか、メインの部分は、ちゃんと自筆で書いて、日付けを書いて、署名押印が必要なのか。
　へー、そうなんだ。
＞
　あと、改正相続法で、法務局で、自筆証書遺言を保管してくれる制度が始ったのか。
　へー、そうすれば、相続人が遺言書があるか調べたり、写しがもらえたりするのか。
　しかも家庭裁判所で行われる検認という手続も不要になるのか。へー。
＞
　便利だなぁ。あ、でも、遺言書の有効性を保証するものではないので、公証役場に行って、公正証書遺言にして保管してもらえば、よりいっそう安心なんだ。

　へー、なるほどね。知らないことがいっぱいあったなぁ。
＞
　よし、じゃあ、この公正証書遺言を作りたいな。もう一度、がんばろう。
